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2015年2月24日 
エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社 

ソリューションサービス部 
一瀬 正則 

ふるさとテレワーク推進における 

マッチング支援モデルの検討 

資料５－３ 
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１．地域が求めるマッチング機能とは何か？ 
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●ふるさとテレワークの推進に求められる「マッチングの役割」とは何か？  
「都市部企業」と「地域企業・人材」の関係を構築し、地域の雇用創出、都市部企業の地方移転や都市部人
材の移住促進等、地域活性化が促進できることが条件。 

【マッチングの形態】 
●企業と企業のマッチング（BtoB） 

●企業と個人のマッチング（BtoC） 

発注者 
企業 

受注者 
企業 

マッチング 
システム 

マッチング支援者 

地域活性化等を目的として、地域団体（自治体、地
域SOHO協議会、商工会議所等）が、マッチング支
援者となって取り組んだ形態。 
地域に閉じた取り組みの事例が多く、業務量の確保
などが課題。 

発注者 
企業 

受注者 
個人 

マッチング 
システム 

マッチング支援者 

クラウドソーシングと呼ばれ昨今利用者が増えつつ
ある働き方のひとつ。インターネット上の不特定多
数の人々に仕事を発注することにより、自社で不足
する経営資源を補うことができる人材調達の仕組み。 

●マッチング機能として、クラウドソーシングの仕組みを活用してみてはどうか？ 
●クラウドソーシングの仕組みをテレワーク基盤やテレワークセンターに取り込むことで、地域の課題
（社会減、雇用機会の創出等）を解決に貢献。 
 

●クラウドソーシング事業者の参画により、特定の地域・自治体・地元企業等の連携モデルを構築し、 
 都市部の仕事と地域のテレワーカーを結びつける「ジョブマッチング支援モデル」を確立。 
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２．クラウドソーシングの現状  
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地方で東京の仕事の受注が可能！ 

2014年度（見込）：408億円  
  ⇒  2017年度（予測）：1,474億円 

仕事の発注者は、5割以上が東京。 
一方で、受注者は東京以外が8割以上。 

中小企業白書2014より抜粋 

(株)クラウドワークス資料抜粋 

クラウドワークスでの 
エリア間の取引の割合 

クラウドソーシングの国内市場は拡大中！ 
国内クラウドソーシング市場規模推移と予測 
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３．クラウドソーシングの課題  
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●クラウドソーシング事業の課題とは？ 

上記の課題を解決し、クラウドソーシングを地域へ普及展開させるためには、地域
の自治体やワーカーを支援する「人的支援の仕組みの確立」が必要。そのためには、
地域における事業を推進する人材（地域エージェント）を育成することが重要。 

中小企業白書2014より抜粋 

クラウドソーシングと地域エージェントの連携スキームを確立し、都市
部企業の仕事を、地域へアウトソースすることで「地域の雇用創出」
「Uターン・Iターンの促進」など、地域活性化に貢献！ 

【発注者の視点】 
 「仕事の質が不安定」「受注者との意思疎通が難しい」「情報流通の危険性」 
 「質の高い受注者の確保」等 
 

【受注者の視点】 
 「仕事の単価の低さ」「受注が不安定」「採択率の低さ」等 
 

【クラウドソーシング事業者の視点】 
 仕事の受注ができない要因としては「ワーカー自身のスキル不足」が一番。  
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４．クラウドソーシングと地域エージェントの連携モデル 
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地域エージェント 
（NPO法人、地域企業、商工会議所、任意団体など） 

都市部企業 
（発注者） 

ある決まった成果物
を提出する仕事 
 

（ロゴ作成、 
 チラシ作成等） 

■クラウドソーシングを活用し、地域エージェントが仲介役となり、都市部企業の業務委託を地域の多様な人材に発注する。 
■地域エージェントは、地域の人材に対して、テレワークの実施に必要となるICTスキルの習得や業務受注ノウハウの指導   
 等、受注を支援する。 
■地域エージェントは、自治体と連携し、都市部企業の誘致や人の移住の受け入れ等を支援する。 

・業務マッチング 
・受発注契約管理 
・コミュニケーションツール等 

クラウドソーシング 
プラットフォーム 

（クラウドソーシング事業者） 

マイクロタスク型 コンペティション型 
簡単な作業 
 

（データ入力、 
  データ収集） 

複数のワーカーによる 
プロジェクト単位の仕事 
 

（ウェブ開発、HP制作） 

プロジェクト型 

採択 

納品 

・発注はコンペティション型とマイクロタスク型が多数でプロジェクト型が少数 
 （単発業務が多く、単価、安定受注、採択率の低下等が課題） 

業務発注 

ある決まった成果物
を提出する仕事 
 

（ロゴ作成、 
 チラシ作成等） 

マイクロタスク型 コンペティション型 
簡単な作業 
 

（データ入力、 
  データ収集） 

複数のワーカーによる 
プロジェクト単位の仕事 
 

（ウェブ開発、HP制作） 

プロジェクト型 

採択 

納品 業務発注 

都市部企業 
（発注者） 

・業務マッチング 
・受発注契約管理 
・コミュニケーションツール等 

クラウドソーシング 
プラットフォーム 

（クラウドソーシング事業者） 

テレワーカー育成・受注支援・品質管理 等 

・地域と住民が一体となり、コンペティション型とマイクロタスク型に加えて、
安定受注と安定業務が期待できるプロジェクト型の最大化を目指す 

従来、BtoCモデルであったクラウドソーシングをクラウドソーシング事業者と地域（地域ワーカ、地域エージェント、
自治体）の連携によるBtoBモデルを確立し、ふるさとテレワークの受け皿として発展させる。 

（支援） 
自治体 
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５．人的支援の必要性（地域エージェントの役割） 
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地域エージェント 
外部講師等 

業務受発注 業務サポート 

【地域テレワーカー育成】 
・eラーニングを活用したテレワーク研修 
 -IT講座、ビジネススキル講座 
 -テレワーク業務講座（MSOffice,adobe等） 
 -コミュニケーションスキル講座 等 

ふるさとテレワークの推進には、都市部企業と地方自治体や地域テレワーカーを繋ぐ地域エージェントの役割が
重要となる。地域エージェントの役割は、①テレワーカーに対する教育全般、②テレワーカーの受注支援や成果
物の品質チェック、③自治体のサポート等を実施する。地域エージェントが運営主体となり、自治体・テレワー
カーと連携することで、地域におけるテレワークの普及推進が期待できる。 

都市部企業 
（発注者） 

クラウドソーシング 
事業者 

業務委託 

納品 

・テレワーカー育成業務 
 →ICTスキル（eﾗｰﾆﾝｸﾞｼｽﾃﾑ等） 
 →受注支援（仕事を受注するノウハウの伝授等） 
・テレワーカー活用業務 
 →業務進捗管理、クオリティチェック 
 →テレワーカー管理、サポート業務 等 
・自治体やｸﾗｳﾄﾞｿｰｼﾝｸﾞ事業者との連携・調整 

テレワーカー 
自宅 サテライトオフィス 

コンペティション型業務 
マイクロタスク型業務 
プロジェクト型業務 

自治体 
●自治体サポート 
・関係職員や地域住民への 
 啓発活動、人材募集等 
・都市部企業の誘致や人材の 
 移住をサポート 

連携・調整 

連携・調整 連携・調整 

教育指導 

連携・調整 

ITスキルの習得 
業務知識の習得 

発注企業へのアドバイス等 
クラウドソーシング・プロデューサー 
2015年1月より開始 
（クラウドソーシング協会） 
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＜参考＞宮崎県日南市の事例  (株)クラウドワークスの取り組み 
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• 全国初の公設コワーキングスペースに 
クラウドワーカーズ・シートを設置  
（クラウドワークスユーザーは月3回まで無料
で利用可） 

 
• 市民向けにクラウドソーシングセミ
ナー開催（日南市に暮らしながら世界の仕事
を受注するクラウドワークスを活用した新しい
働き方について講演） 
 

• 市と共同で月収20万円クラウドワー
カー育成プロジェクトを立ち上げ    
（日南市が選抜したワーカーにクラウドワーク
スが仕事を提供し、市担当者が支援。月収20万
円を獲得するまでの道のりをWebメディアで
PR） 
 

• クラウドワークスを使った6次産業支
援プロジェクト（地元農産物・海産物を素
材に、クラウドソーシングを活用して商品開
発・PRを実施） 

平成26年12月22日日経新聞電子版 


